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研究成果の概要（和文）：　日本列島の黒潮流域沿岸とその周辺における主要な底生動物（特に、刺胞動物、環
形動物、節足動物カイアシ類）の種相を解明し、それによって熱帯域に広く分布する種（熱帯種）の定着状況を
知ることを目的とし、各地で標本を採集し、詳細な形態観察と分子系統解析によって、正確な種同定を試みた。
　その結果、すべての動物群において、多くの未記載種や日本未記録種が発見され、その中には、熱帯種も多く
含まれていた。その熱帯種が、近年の温暖化によって分布を北進させた「新参者」なのか、あるいは、元々ここ
に分布していた「在来種」なのかは、過去の情報がほとんどないために、現時点では不明である。

研究成果の概要（英文）：     In order to clarify the exact fauna of major benthic invertebrates 
(especially cnidarians, annelids, and arthropod copepods) in and around the Kuroshio basin on the 
Japanese archipelago, and then to evaluate the current colonization of ‘tropical species’ widely 
distributed in the tropical region, we collected specimens from various places, and perform precise 
morphological observation and molecular phylogenetic analysis for accurate species identification of
 these specimens.
     As a result, we found many undescribed species and unrecorded species in Japan in all groups, 
which included many tropical species. It is unknown whether the tropical species is a "newcomer" 
whose distribution has advanced northward due to recent warming, or a "native species" originally 
distributed here, because there is almost no past information.

研究分野： 動物分類学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では、熱帯と温帯の境界領域に位置する黒潮流域において、海洋生態系の土台を支えている底生無脊椎
動物のうち、とりわけ現存量が大きく生態学的に重要な役割を果たしていると考えられる刺胞動物、環形動物、
節足動物カイアシ類について、これまでにない高い精度で種の多様性が明らかにされた。
　今日の国際的な重要課題である生物多様性の保全という観点からは、本研究によって、日本列島の南西諸島か
ら九州にかけての海域が種多様性のホットスポットとして世界的に貴重な海域であることが一層明らかになっ
た。また、今後予想される気候変動などに伴う生物の分布変化を明らかにするための基点として、本研究の成果
は役立つであろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

日本は南北に長く延びた島国であり、冷温帯から亜熱帯に至る幅広い気候帯とそれに対応し
た多様な生物相に恵まれている。その最南部に位置する南西諸島では、鹿児島県の種子島から沖
縄県の与那国島に至る約 1200 km の範囲に弧状に島が並んでおり、赤道周辺から流れこむ黒潮
の影響を強く受ける温帯と熱帯の生物相の移行地帯である（図１）。 

これまでの南西諸島の生物相の研究は、海を
渡れない陸上生物に集中し、沿岸性の底生無脊
椎動物（ベントス）については、基礎的な種相
の理解や分類学的検討も極めて不十分である。
このような状況の中、近年、魚類相について南
西諸島北部を中心とした網羅的研究が進めら
れ、黒潮による魚類分布域拡大の実情、黒潮が
もつ流路両側の個体群分断機能、そして屋久島
北方における魚種の分布境界の存在など、陸上
生物とは異なる新知見が具体的に明らかにさ
れつつある（本村 2015）。 

一方、ベントス相の包括的知見は極めて少ないが、汽水産ゴカイ科環形動物、寄生性小型甲殻
類、刺胞動物等、幾つかの主要な分類群では、部分的に研究が進められてきた。これまでの研究
により、これらの分類群では多くの熱帯性未報告種が南西諸島から西日本の黒潮流域沿岸に生
息し、その数は既知種の数百倍に上るとみられる。 

佐藤（研究代表者）と塔筋（分担者）は、これまで、東アジアのゴカイ科多毛類の分類や生活
史に関する研究を行なってきた。その結果、汽水域に生息するカワゴカイ属などの複数の属に、
隠蔽種が存在し、それらが主に南日本（南西諸島と九州の沿岸）に分布していることが明らかに
され（Tosuji & Sato, 2010）、同様の隠蔽種がもっと多数存在することが予想された。 

藤井（分担者）は、これまで、熱帯域における刺胞動物（主に、花虫綱六放サンゴ亜綱に属
する 3 目、イシサンゴ目、スナギンチャク目、イソギンチャク目）を対象に研究を行なってきた
が、琉球列島以南のサンゴ礁域におけるこれらの生物群の種多様性の知見はきわめて乏しい。イ
シサンゴ目については、先行研究による局所的な記録があり、杉原ら（2015）による種ケ島での
調査を基にした図鑑記録、Veron らによる 1980 年代に徳之島で行われた調査に基づく一連の図
鑑などによる記録があるが、標本に基づく分布記録は Eguchi (1973)による 20 種あまりの記録に
とどまる。スナギンチャク目に関しては、Ono et al. (2008)などによって浅海域を中心に 21 種が
記録されているのみ（鹿児島県下からは 13 種のみ）である。イソギンチャク目に至っては、国
内では 100 種をこえる種多様性の存在が図鑑類などによって示唆されているが、琉球列島海域
からの分類学的な記載を伴った分布記録はほとんどない。 

上野（分担者）は、これまで、様々な魚類や無脊椎動物に共生するカイアシ類の分類学的研
究を進めてきた。これらの共生性のカイアシ類は、そのサイズが小さい事や発見が難しい理由な
どから、自由生活性のカイアシ類に比べて研究が遅れている。本邦南部の黒潮流域やその周縁海
域は特に生物多様性が高いことが明らかにされつつあるが、ベントスと共生するカイアシ類の
研究例は非常に限定的でファウナの全容解明には程遠い状況にある。この海域において多様な
無脊椎動物を包括的に採集し、精度の高い同定を行うことによって、それらに共生するカイアシ
類の種多様性の研究も、大きく進展することが期待された。 

図１. 南西諸島周辺海域の地図. 矢印: 黒潮とその支流.  



 

２．研究の目的 

日本の沿岸海洋生態系の土台を支えている無脊椎動物の種多様性に関する従来の知見はきわ
めて不十分なものである。地理的な特性から世界最大級の多様性を有する可能性がある南西諸
島から九州本土の黒潮流域沿岸では、熱帯種の定着が進行している可能性があり、それによっ
て在来の温帯種の生息が影響を受けているかもしれない。本研究は、これらの海域に生息する
主要な底生無脊椎動物 (特に、刺胞動物、環形動物、節足動物カイアシ類)の種相を明らかに
し、それによって、黒潮やその支流による熱帯種の定着状況と在来温帯種への影響を知るため
の基礎を築くことを目的とした。 

そのための重点海域として、南西諸島から九州にかけての沿岸海域を設定した。また、そこに
分布するベントスの中で、特に重点的に調べる対象として、種多様性が高く現存量も大きい３つ
の動物群（刺胞動物、環形動物、節足動物カイアシ類）を選定し、それらの種多様性を網羅的に
解明することをめざした。種多様性の解明に当たっては、詳細な形態学的な検討に加えて、DNA

の分子系統解析も行い、隠蔽種の発見に努めることにした。 

 

３．研究の方法 

 本邦の亜熱帯域である八重山諸島（西表島）、沖縄諸島（沖縄島）、奄美群島各地（奄美大島、
徳之島、与論島）、大隅諸島、トカラ列島（中之島）、および九州沿岸（鹿児島本土、有明海、八
代海、熊本県天草、宮崎県日南、長崎県五島列島など）、小笠原諸島、南鳥島等で調査（潜水調
査を含む）を行った。また、比較標本の採集のために、本州沿岸（瀬戸内海、熊野灘、東北地方
沿岸等）の温帯域、および国外の台湾、シンガポール、マレーシア（トレンガヌ州）、インドネ
シア（アンボン島）、オーストラリア北部等の熱帯域でも調査（潜水調査を含む）を実施した。 

これらの調査では、河川汽水域を含む沿岸域の潮間帯または潮下帯において、刺胞動物、軟
体動物、環形動物、棘皮動物などを採集し、それと同時に、それらの底生動物を解剖し、体の様々
な部位に付着している共生性のカイアシ類を採集した。得られた新たな標本と研究室所蔵の過
去の標本を合わせて、分類学的検討を行った。 

一部の標本は、99%エタノールで固定し、ミトコンドリアと核の DNA の分子系統解析を実施
した。 

 

４．研究成果 

(1) 環形動物について 

北半球の主に温帯域の汽水域に生息するゴカイ科カワゴカイ属について、世界の同胞種群（全
6 種）の分子系統解析の結果をまとめた包括的な国際共同研究をまとめることができた（Tosuji 

et al. 2019）。この研究では南日本（九州西岸と南西諸島）に分布する隠蔽種の存在が示唆され、
その種が近縁の既知種と置き換わりながら分布を広げている可能性が示唆された。また、九州西
岸と南西諸島を含む東シナ海沿岸が本属の種分化のホットスポットである可能性も示唆された。
奄美大島以南の琉球列島の小規模汽水域からは、ゴカイ科 Composetia 属の２新種を記載し（Sato 
2020）、これら２種の琉球列島（10 島の合計 28 地点）とタイ（1 地点）における分布と遺伝的
分化の程度を比較した（Sato et al. 2020）。前者の論文では、本属の全 34 種の一覧表、および日
本産全 5 種の検索表も作成した。ゴカイ科イソゴカイ属については、南西諸島と九州から日本初
記録となる南方系の 2 種を発見し、それと同時に、そのうちの 1 種に近縁な隠蔽種が有明海にの



み分布していることも明らかにした（Tosuji et al. 2019）。オトヒメゴカイ科については、日本産
の 4 新属 13 新種の適格性を確立する論文を出版できた（Uchida et al. 2019）。この論文では、ク
ビレハヤオトヒメについて、タイプ産地（和歌山県）以外での初記録となる鹿児島県産の標本に
基づく新知見（棘皮動物ライオンブンブクに共生）を加えることができ、また、オトヒメゴカイ
科の日本産全種（18 属 39 種）の検索表も作成した。 

奄美群島の潮間帯における海産環形動物のこれまでの分布記録や後述の生物群を含む奄美群
島のサンゴ礁生物群集の特徴を一括してまとめた日本語の総説を出版できたことも重要な成果
である（鹿児島大学生物多様性研究会 2019）。 

 

(2) 刺胞動物について 

イシサンゴ目に関しては、奄美大島沿岸海域より少なくとも 300 種以上の標本が得られた。そ
の中には、これまで国内では西表島の網取湾からしか分布報告のなかったアミトリセンベイサ
ンゴの分布北限記録となる標本や、国内初記録となるナガレハナサンゴ属 2 種、琉球列島初記録
となるオオハナサンゴの標本が得られた（藤井ら 2018； Fujii et al. in press）。これら 4 種につい
ては、それぞれ標本に基づく分布初記録として、学術雑誌の論文として発表した。トカラ列島の
2 島における調査では、宝島沿岸で 21 属 28 種、中之島沿岸で 22 属 34 種の有藻性イシサンゴ目
標本が得られた。杉原ら（2015）による種子島からの報告と共通する 22 種のうち、種子島以南
のサンゴ礁域のみで知られる種は宝島で 5 種、 中之島で 10 種であり、種子島以北の温帯域でも
見られる種は宝島で 6 種、中之島で 8 種であった（田中ら 2019）。奄美～トカラ列島海域のイシ
サンゴ類の種多様性の包括的な記録にむけ、研究協力者らと共にさらなる形態解析および遺伝
解析を進めている。 

スナギンチャク目においては、奄美大島沿岸から、当海域では未記録の 5 種を含む 11 種の標
本が得られた。また、奄美大島－加計呂麻島沿岸から 1 種、トカラ列島沿岸から 1 種、共に未記
載種と思われる標本が得られた。それぞれ、沖縄島沿岸など南方の海域からも類似した標本が過
去に得られており、現在、それらの記載に向けて、分類学的検討が継続中である。 

 イソギンチャク目については、奄美大島からは 18 種以上の標本が得られた。イソギンチャク
目は、外部形態からは科や属など高次分類群レベルでも同定が困難なグループが多く、定義が曖
昧な種も少なくないので、これらの標本全体の分類学的検討には時間を要しているが、その一部
の標本を用いた研究によって、クマノミに共生するサンゴイソギンチャク類の遺伝的多様性に
関する報告を出版することができた（Titus et al. 2019）。また、九州および沖縄の深場から ROV

によって採集され水族館にて飼育されていた個体に基づいて、1 新種および 1 国内初記録の記載
を出版することができた（Izumi et al. 2019）。 

  

(3) 共生性カイアシ類について 

刺胞動物を宿主とするものでは、ハナガササンゴ類と共生するケンミジンコ目の 1 未記載種
が得られた。また、ウミエラ類に共生するケンミジンコ目の１種も同じく未記載種の可能性が高
い。トカラ列島のキサンゴ類から得られた管口目の 1 種および、サンゴモドキ類とアオサンゴ類
から得られた他の管口目の 1 種については、新種として記載した (Uyeno & Johnsson 2018)。 

軟体動物からは、様々なウミウシ類を宿主とするケンミジンコ目カイアシ類が採集された。
本邦海域全域を見渡しても、ウミウシ類を宿主とするカイアシ類はこれまでわずか 4 種しか報
告されていなかったが、本研究では 13 種が採集され、そのうち確実に既知種であることが明ら



かになった種は１種のみであった。このうち 1 種については新種として記載済みであり (Uyeno 

& Hirose 2018)、残りの種についても現在研究を継続中である。その他多くのカイアシ類が得ら
れた宿主としては、サザエやアワビに代表される古腹足類が挙げられる。そこから発見された 2

種のケンミジンコ科カイアシ類を新種として記載した (Uyeno 2019)。また、二枚貝類からも多数
のケンミジンコ目が採集されており、現在分類学的研究を継続中である。 

環形動物からは、3 種の未記載種とみられるカイアシ類が採集された。また、棘皮動物のウニ
類からも 3 種の未記載種とみられるカイアシ類が採集された。これらについては、現在分類学的
研究を継続中である。 

本研究では、南日本沿岸域から様々なカイアシ類が採集されたが、特に、奄美群島や鹿児島本
土から採集された種は未記載種や本邦未報告の種の割合が高く、例えば上記のウミウシから発
見されたカイアシ類は 13 種中 1 種のみが既知種であり、その 1 種もこれまで知られる分布域を
大幅に南進させる記録となる。小笠原諸島と鹿児島本土および大隅諸島から共通して採集され
た種も複数見られた。いずれも未記載種であるために現在も分類学的研究を継続中であるが、今
後近縁な種が明らかとなることで熱帯種か温帯種であるかについて明らかになることが期待さ
れる。また、南日本沿岸域で採集されたカイアシ類の分類学的研究を実施する過程において、比
較研究を行った小笠原の熱水噴出域から管口目のカイアシ類 1 種について新種として記載した 

(Uyeno et al. 2018)。また、南西諸島のベントス調査の過程で採集された魚類からは、ヒトガタム
シ科カイアシ類 2 種が記載された (Uyeno & Naruse 2018)。 

 

(4) その他の生物群 

甲殻類（十脚目）について、徳之島の洞窟から採集された 1 種を分布北限記録として発表し
（藤田・藤井 2019）、また、与論島の地下水性ヌマエビ類 3 種の記録を発表した（藤田ほか 2019）。
奄美大島沿岸から採集された標本に基づいて、魚類の新種 1 種および新記録 1 種を記載した
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